
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 ： 古内一二会長 

            小山ガバナー補佐、大江様ようこそお出で下さいました。 

 

本日は、プログラムが立て込んでいるので、報告だけとさせて頂きます。 

            ６月１６日に開催される、大船渡東高校 IAC５０周年の記念式典には、学校か 

らの要望があり、３役と現青少年奉仕委員長の高木さん、現小委員長でもあり 

次期委員長の新沼達央さん５名で参加してまいります。 

 

            ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

１ ガバナーエレクト事務所より   

◖ 次年度インターアクト年次大会の案内が届いています。 

 日 時 ７月３０日（日）１０時～１６時  場 所 仙台育英学園高等学校 宮城野校舎 

  テーマ 私たちだからできる事～新たな世界へのエール～ 

  参加者 地区内 IAC 会員・顧問 ロータリアン 

  登録料 IAC 会員・顧問＠1,000 円 ロータリアン 3,000 円 昼食込み  締め切 ６月３０日 

◖ 次期活動計画書を２部提出下さいとの事 

 

２ ガバナー事務所より 

◖ 次年度 R 財団及び補助金管理セミナーの案内が届いています。 

   日 時 ８月５日（土）９時３０登録開始 １５時２５分閉会 

   場 所 いわて県民情報交流センター（アイーナ）７階 

   登録料 ＠2,000 円 昼食込み  義務出席者 次期会長・次期 R 財団委員長 

 締め切 ７月４日 

◖６月のロータリーレート １㌦１４０円との連絡あり 

 

３ 大船渡市 ILC 推進協議会より 総会開催の案内が届いています。 

   日 時 ６月２３日（金）１３時３０分～   場 所  シーパル大船渡大会議室 

   締め切 ６月１２日 

 

４ 山口康文会員より 退会届が出ています。６月３０日をもって退会 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

              ６月第２週例会 ２０２３年 ６月 ８日（木）  

ソ ン グ ：  我等の生業    ボックス ： ２８，０００円  （報告者 新沼達央会員） 

お客様紹介 ：  ガバナー補佐 小山清之様  仙台青葉 RC 大江勝男様 

本日出席率 ：  ６８．５７％ 前回修正後％７４．２９（ﾒ―ｸｱｯﾌﾟ 5名）(報告者 紀室綾子会員） 
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お互いを理解しあおう 

 

2022～2023 年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



        

       ◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

◆ 伊藤言社会奉仕委員長 

 例会終了後「育みの像」「50 周年記念碑」の清掃活動を行います。ご協力お願いいたします。 

 

  

          ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

              一年を省みて：理事・役員 

 

◆ 菅野嘉洋クラブ奉仕委員長 

クラブ奉仕委員会の一年を省みての活動報告ですが、今年度はコロナウイルスに 

よる活動制限もいくらか緩和され、いくつかの行事を行うことができました。 

忘年会、新年会につきましては久々（3 年ぶり？）に開催することができ、あら 

ためてこのように大人数でわいわいと集まって、皆さんの明るい顔を見ることが 

できたことに大変うれしく思いました。また、東北地区の野球大会も 3 シーズン 

ぶりに開催され、惜しくも試合には敗れましたが、1 時間半の試合時間を使って 

3 回表までという濃密な時間を過ごすことができました。応援に来てくださった 

紀室さん、石川さん、どうもありがとうございました。秋のゴルフコンペも開催

でき、金さんが優勝されました。春は来週の開催が予定されております。 

納涼例会、親睦旅行を開催できなかったことが心残りですが、またクラブ奉仕委員会に関わることがあれば

企画していきたいと思います。 

 そして、一年を通し例会の運営にたずさわっていただいた、出席・ボックス・クラブ会報・広報雑誌そし

て親睦の委員であった皆様には、こころよりお礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございまし

た。 また機会がありましたら、御協力の程よろしくお願い申し上げます。       

 

◆ 石川恵美子職業奉仕委員長 

   職業奉仕委員会から発表させて頂きます。 

行事としましては昨年９月１３日に大船渡東高校で模擬面接会を行いま

した。生徒数５３名・企業様からのご協力とクラブ会員の計１７名での実 

施でした。 

１０月１２日には越喜来でいちご栽培をしている（株）リアスターファー 

ム様を訪問し職場見学を行いました。クラブ会員１８名の参加でした。 

２月９日には例会で気仙ボケ一座の熊谷君子様から講話を頂きました。 

この一年もコロナの影響があって活発な活動が制限されましたが、みなさ 

んのご協力に感謝いたします。ありがとうございました。  

 

◆ 伊藤言社会奉仕委員長 

              ⒈ 地元民として、大船渡西 RC の活動をこれまで以上に認知されるよう 

                大胆に行動する 

              ⒉ 「奉仕と友情」の基本理念を踏襲し、ロータリアンの「人」として成 

長する    

 この２点を掲げてまいりました。 

               上記２点については、まずもって、委員長自身の例会への出席率が十分で 



はなく、活動認知に貢献できていないと感じております。 

また、「奉仕と友情」を志すも、貢献はほとんどできなく、友情も皆さんと中々深めることができません 

でした。 

結婚支援の目標は、出会いのきっかけを設けることが出来なく、大船渡市への貢献がほとんど出来てい 

ませんでした。計画立案と実行力が乖離していたと感じます。 

社会福祉の目標は、感染症対策等で接触する際にハードルが昨年は存在していたため、具体的な活動は 

出来ませんでした。 

環境保残の目標は、定期的な清掃作業は、委員会メンバー・会員皆様のご協力により活動できたと思っ 

ております。ありがとうございました。 

一年を通して反省ばかりの委員長でした。この反省を新年度で糧にして、前向きに活動への参加をして 

いきたいと思います。 

                

◆ 志田宏美国際奉仕委員長 

国際奉仕委員会の志田でございます。今年度は２つの事業を中心に活動いた 

しました。 

１つは韓国南原 RC クラブとの"架け橋の翼"交流事業再開についてです。グル 

ープミーティングの結果 学生間交流の前に会員同士の交流からスタートす 

るという方向性が示されました。 

２つ目は国際 RC2520 地区の青少年短期留学プログラムに大船渡東高校の 

佐々木煌介くんが合格しまして、全面的なサポートと、パックアップをした事 

でございます。留学の前と後に例会で報告していただきましたが、目を見張る

ような成長ぶりに会員の皆様も驚かれたことと思います。青少年の国際交流の意義について再確認をいた

しました。   1 年間ご協力ありがとうございました。   

 

◆ 高木久子青少年奉仕委員長     

             青少年奉仕委員会は、大船渡東高校インターアクトクラブの活動支援の実施、 

更に側面的なサポートを行いながら、我々ロータリアンも共に学んでいきます 

と目標を掲げました。毎月最終火曜日の IAC 例会に出席し、交流を深めたかっ 

たのですが、コロナ禍という事で実現できませんでした。 

８月８日仙台尚絅学園において開催された、2022‐23 年度 IAC 年次大会にお 

いて、大船渡東高校 3 名による素晴らしい活動発表があり、鈴木信男会員と私 

も参加し、感動を覚えました。 

12 月大洋学園クリスマス会には、プレゼントを届ける支援を行い、歳末助け合い街頭募金は生徒さんと

ロータリアンの皆さんとのリアル活動ができました。募金した約 12 万円を社会福祉協議会へ寄付するこ

とが出来ました。 

２月１７日コロナ禍で開催できない「三年生を送る会」は、解散式という形で学校において行われ、古内

会長・新沼達央小委員長・私が参加し、賞状及び記念品をお渡ししてきました。 

５月５日鯉のぼりこどもの集いに、会員１１名が参加。お天気に恵まれ、子どもたちが小さな鯉のぼりに

色を塗る作業のお手伝いを行い、心地よい疲労感と、子どもに返った気持ちで帰宅しました。 

最後の行事は、６月１３日の大船渡警察署前花壇となります。皆様のご参加お願いします。 

今年度の行事を、たくさんの皆様のご協力のおかげで終了できました。 

心より感謝申し上げます。 

 

 

 



 

◆ 今野義也幹事 

             本年度、幹事を務めて一年を迎えるにあたり感じたことを述べます。 

まずは幹事という役職の認識が大きく変わりました。傍から見ているのと実際 

にやってみるのではだいぶ違い、あらためて幹事ポジションの重要性・難しさ 

を実感いたしました。特にも組織全体を把握した上で、例会や事業や出向とい 

った実働にアドジャストさせる事が非常に難しいことでありました。次に、こ 

れは経験値からくる事なのでしょうが、クラブの運営・慣例仕様・予算運用等、 

勉強させられることが多々ありました。「全体を把握する」「全体を動かす」「先 

を見越して動く」こういった要素が大変重要であると強く感じました。 

会長のスローガンを基に活動振り返ると、昨年までのコロナ渦での活動に比較すれば大幅にコロナ以前

のスタイルと空気に戻すことができたと考えます。そのひとつとして、例会を毎週開催するようになった

こと、そして毎週例会の重要性を改めて認識しました。他のクラブにおいては意外にも未だコロナ制限下

で活動自体ができないクラブも結構あるという事実を知り、なおさら今年は「普通に戻せた」感を強く感

じます。やはり毎週例会で会員と顔を合わせ会話をするという「普通の事」の重要性、これがあってこそ

の会長のスローガンかと実感しております。立場・年齢は違えども、組織的または地域的な観点での共通

認識や想いといったものをお互いに理解する、その機会を作りえたと感じております。 

初めての役ということもあり、至らない点はあげればキリがなく、その度クラブ全体にはご迷惑をおかけ

した事と思います。当然まわりに叱咤・教授されながらひとつひとつを勉強する機会としてこなしてきま

した。おかげ様でだいぶ RC という世界を理解した１年ではありました。この経験を今後の活動に活せる

ようさらにがんばりたいと思うところです。 

 

 

 

◆ 小山清之ガバナー補佐ご挨拶   

           年度早々からの公式訪問などのご協力に感謝申し上げます。   

私のガバナー補佐としての年度もどうにか無事終われそうです。 

訪問させて頂くたびに、楽しく例会を行っている様子を見させて頂き嬉しか 

った。 

皆さんとの素晴らしい友情が財産になったと思っています。 

 

 

 

 

◆ 仙台青葉 RC 大江勝男様 

              濱守さん、松岡さんの代理で南原に行ってきました。 

              お配りしたのは、南原中央 RC の週報です。 

              掲載されている時計台は、西クラブが贈ったものです。今でも週報に起用し 

ていることが嬉しいですね。 

私の個人的な思いですが、この時計台が町おこしのきっかけになったのでは 

と感じました。 

南原中央 RC さんの、最大の望みは交換留学「架け橋の翼」の実施の様です。 

 

 

 



                 例会終了後 清掃作業 

           育みの像               ５０周年記念碑前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 オクラホマからの短期留学生来大 6 月１７日（土） 

                            

碁石海岸穴通船アドベンチャー  

 

 

 

 

                          

                                 

 

大船渡温泉にて昼食 海鮮丼など 

                          

 

 

 

 

                                 この後 陸前高田津浪伝承館へ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


